
 次 世 代 教 員 養 成 セ ミ ナ ー の ご 案 内 

教育現場に期待される即興型ディベート 

～総合的コミュニケーション能力の向上を目指して～ 
 

英語教育のみならず総合的なコミュニケーション能力の向上を高める手法として、世界で認められるパーラメン

タリーディベート。今、日本の教育現場でも注目が高まっています。今回は本場英国の第一人者たちによるモデ

ル・ディベートを体感しつつその内容に触れ（以上、日本語解説付）、なぜこの手法が有効なのか、授業での活か

し方などについてその教育的意義を含めて学びます。 

◆パーラメンタリーディベート（英語即興型ディベート）とは？◆ 

ディベートの本場、英国議会形式を模した討論スタイル。討論開始の直前に発表される論題に対して、政策提案

側と反論側に分かれ、限られた時間の中で自らの立場を主張し審判を説得して勝負を競います。 その即興性に鑑

み、一般常識、柔軟な発想、論理性、魅力的で説得力のある話し方など総合的なパブリックコミュニケーション

能力が求められます。極めて実用的な訓練手法として世界の学校教育で導入されています。更に本場英国では、

政治家や弁護士、外交官などを志す学生たちが伝統的に研鑽を積んでいます。 
 

日時： 2010 年 9 月 30 日（木） 19：00～21：00 
会場： 日本教育大学院大学 2 階大教室 ＜地図＞URL: http://www.kyoiku-u.jp/contact.html 

 
■主な内容 ◎19：00-19：30 基本解説  （ジェーソン・ヴィット／岡田真樹子） 

◎19：30-20：10 モデル・ディベート  （英国 ESU 認定上級ディベーター ４名） 

◎20：20-21：00 授業での活かし方・ 事例紹介  （岡田真樹子） 

【講師】 

○ジェーソン･ヴィット（英国 English-Speaking Union：ESU 専任講師） 

ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ･ｾﾝﾄｱﾝﾄﾞﾘｭｰ大学院卒。数々の英国内ディベート大会で戦績。世界大会、ヨーローッパ大会大学代表。 

英国内外でディベート・パブリックスピーチの指導・コーチとしての経験も豊富にもつ。 

○岡田真樹子（前・国際基督教大学高等学校教諭 （社）日本英語交流連盟（ESUJ）常務理事） 

国際基督教大学（ICU）教養学部卒。ICU 高校教諭（外国語科）、ICU 高校帰国生徒教育センター長を歴任。 

ESUJ が主催する全国の大学生を対象とした大学対抗英語ディベート大会の企画運営委員長も務めている。 

■主催：日本教育大学院大学 ■共催：㈱栄光/㈱ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｸ■協力：(社)日本英語交流連盟 
お申込書に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください。 
お 申 込 み 先：FAX 03-3230-2810 
参 加 費 用：無料 

■お申込方法 

お申込締切日：9 月 27 日(月) ※ 定員になり次第、受付終了となります。 
定 員：100 名 
お問い合わせ：日本教育大学院大学事務局 

〒102-0084 東京都千代田区二番町８－２ 
TEL 03-3237-1811 担当：大槻・島野 

 

～シリーズ「世界の教育フォーラム」～ 第１回 「英語即興型ディベート」 参加お申込書 

御 所 属  

フ リ ガ ナ  フ リ ガ ナ  

御 芳 名 役職（     ） 御 芳 名 役職（     ） 

T E L  F A X  
代 表 者 
E - m a i l  

（個人情報の取り扱いについて） ご記入いただきました個人情報は、弊学が厳重に管理し、本セミナーの資料･受講票の送付および今後のセミナー開催のご案内送付にの
み使用いたします。個人情報の開示・削除・訂正および利用提供の拒否請求をご希望の方は、弊学までご連絡ください。以上ご同意のうえ、お申込みをお願いいたします。 


